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病院・老人ホーム対策特別委員会会議録 

平成１８年１０月５日（木） 

（開 会）  １０：０２ 

（散 会）  １１：０２ 

○ 委員長   

 ただ今から、病院・老人ホーム対策特別委員会を開会いたします。「病院・老人ホーム対策

について」を議題といたします。はじめに、市長から発言したい旨の申し出があっております

ので、これをお受けいたします。 

○ 市長   

 皆さん、おはようございます。９月の定例会、大変お疲れ様でございました。さて、本市の

最重要課題の一つでございます筑豊労災病院及び頴田病院、並びに志ら川荘をはじめとする福

祉施設につきまして、皆様ご承知のとおり私としての一定の方向を決めさせていただきました。

が、このたび特別委員会を設置していただき、今後は委員の皆様をはじめ議員各位のご意見を

賜りたいと考えておりますので、よろしくお願い申し上げます。なお、先ほども申し上げまし

たとおり、本件は市政の大変重要な課題であると同時に、今後も関係機関との綿密な協議を重

ねる必要がございます。また、病院のほうにいたしましては、患者さん、それから職員の皆さ

ん、それから先生方、一定の方向を示したものの確定ではございませんので、非常にまだご理

解というか、ご不審な部分が多々あると思っております。そういう意味も含めまして、各委員

とのご審議の中で、飯塚市としての位置づけを出来る限り早い時期に図ってまいりたいと考え

ておりますので、皆様方のご理解とご協力を重ねて切にお願い申し上げます。どうぞ、今後の

委員会、よろしくお願い申し上げます。 

○ 委員長   

 次に、病院・老人ホーム対策についての資料が提出されておりますので、執行部の補足説明

を求めます。 

○ 病院・老人ホーム対策室主幹   

 それでは、病院・老人ホーム対策についてご説明いたします。新市における地域住民の医

療・保健・福祉の充実を図るために、課題となっております筑豊労災病院の後医療、市立頴田

病院・養護老人ホーム「愛生苑」・市立養護老人ホーム「志ら川荘」運営方法などの方向性に

つきまして関係機関と協議を行い、内部において会議関係部署と調査検討いたしました結果に

つきまして、ご説明いたします。 

 まず、資料の１ページをお願いいたします。筑豊労災病院の後医療につきましては、筑豊労

災病院の後医療検討委員会における答申を踏まえまして、福岡大学の付属病院誘致に向けて進

めてまいりましたが、福岡大学の誘致断念後、地域医療の存続に向けまして、飯塚医師会、筑

豊労災病院、労働者健康福祉機構及び県の医療指導課と協議を行いまして、筑豊労災病院の後

医療について基本的な方針を挙げさせていただいております。１の指定管理先につきましては、

自治医科大学の卒業生による会員から成る社団法人地域医療振興協会に病院の管理をお願いす

るようにしております。次の２の指定管理期間につきましては、入院・外来患者の長期的な治

療と起債の償還の年限から、平成２０年４月１日から平成５０年３月３１日までの３０年間と

しまして、その後の契約更新は協議するとしております。３の指定方式では、指定管理者が料

金を収入といたしまして直接収受する利用料金制としております。次の４の費用負担でござい

ますが、病院の運営費、維持管理費、修繕費、建替費、医療器具購入費、損害賠償保険費など、

病院に関する一切の費用は社団法人地域医療振興協会が負担し、飯塚市は財政負担を一切しな

いとしております。次の５の運営の１．では、平成１９年４月１日から少子高齢化社会に対応

するため、現在休診となっております小児科・整形外科を、社団法人地域医療振興協会が医

師・その他の職員を派遣いたしまして、診療を再開することとしております。他の現在休診と
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なっております神経科・脳神経外科・麻酔科についても、再開に努力していただくこととして

おります。次の２．では、平成２０年４月１日からは現在休診中の全ての診療科を再開し、現

行の塵肺患者等の診療も継続するとしております。３．では、年間を通じて２４時間体制で診

療するとしております。４．では、飯塚医師会並びに飯塚病院、嘉穂病院など他の医療機関と

連携し、地域医療の向上に寄与することとしております。６の１．では、筑豊労災病院に医

師・看護師などの医療に従事している職員は、社団法人地域医療振興協会が実施する採用試験

を踏まえて採用するとなっておりますが、医師・看護師の希望があれば、そのまま残ることに

なります。２．で、勤務条件等は社団法人地域医療振興協会が決定するとしております。 

 次に、２ページをお願いいたします。指定管理先の社団法人地域医療振興協会について、ご

説明いたします。所在地：東京都千代田区平河町２－６－３、都道府県会館５階、設立：昭和

６１年５月１５日、設立趣旨としましては、地域医療では医師不足に悩む僻地を抱える都道府

県が数多くあるため、僻地医療の充実を目的として、自治医科大学の卒業生が中心となって設

立されております。経過としましては、設立後、石岡第一病院、日光市民病院など全国各地に

病院や診療所の直営、並びに管理委託による運営を行っており、これらの施設は全て自治医科

大学の卒業生並びに同会の趣旨に賛同する他の医科大学の卒業生によって運営され、地域医療

の確保と向上に努めているとのことでございます。認可は厚生労働大臣、総務大臣、正会員と

しまして１,５５２名、うち自治医科大学卒業生１,５１９名となっております。次の「自治医

科大学」でございますが、自治医科大学は卒業後、初期研修の２年間を含めた９年間、出身都

道府県が指定する地域で医療に従事することが義務付けられております。これまで多くの卒業

生を送り出しており、９年間の義務年限を終えた後も都道府県に留まることが多く、今後も地

域医療振興協会と一体となって僻地医療を支えていき、地域医療の確保と向上に努める、とな

っております。次の「目的と事業内容」でございますが、地域医療の問題を解決し、僻地を中

心とした地域保健医療の調査・研究、及び地域医学知識の啓発と普及を行うことを目的に設立

され、地域医療に対する意欲と実績を持つ医師を中心に、常に地域保健医療の確保と質の向上

と住民福祉の増進を図り、地域間での医療の不均衡の解消、地域の振興を推進している、との

ことでございます。次の（１）、地域医学知識の普及・啓発としましては、医学生の研修、研

修活動の支援、次に地域保健医療に関する講習会等の開催、次に医療情報の提供、会報の発行。

次のページをお願いいたします、（２）としまして地域保健医療の調査・研究としましては、

僻地医療診療活動基準の研究、次に総合医の確立に関する研究、次に医学生の研修活動の支援

となっております。（３）では、地域保健医療の確保・向上としまして、僻地等勤務医師の職

業紹介・斡旋、次に医療施設等の管理運営委託を行っております。 

 次のページをお願いいたします。社団法人地域医療振興協会役員名簿でございます。会長：

高久史麿・自治医科大学学長でございます。理事長：吉新通康・地域医療振興協会東京北社会

保険病院管理者でございます。 

 次のページをお願いいたします。社団法人地域医療振興協会の運営施設を挙げております。

（１）で、直営で５施設、主な施設といたしましては、１番の石岡第一病院、茨城県ひおか市

にございます。４番の栃木県日光市にあります日光市民病院となっております。（２）は、管

理委託は２８施設、主な病院といたしまして、１０番目の静岡県伊東市にあります市立伊東市

民病院、許可病床２５０床ございます。１４番の神奈川県横須賀市にあります横須賀市立うわ

まち病院、許可病床３８０床。２０番の東京都北区赤羽台にあります東京北社会保険病院、許

可病床２８０床。２２番、奈良県奈良市にあります市立奈良病院、許可病床３００床でござい

ます。 

 次のページをお願いいたします。筑豊労災病院の概要でございます。運営主体は独立行政法

人労働者健康福祉機構。２の施設の概要でございますが、（１）の１は、飯塚市弁分６３３番

地、（４）の敷地面積は３８,８３４㎡でございます。建築年月日、昭和３４年４月建設後、
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順次増改築を行っているとのことでございます。（６）の居室及び病床数は、一般病床

２５０床でございます。３の運営状況でございますが、（１）の診療科目で、現行の診療は内

科・外科・眼科・耳鼻咽喉科・泌尿器科・リハビリテーション科・放射線科・救急処置となっ

ております。次に、休診となっております診療科は、神経科・脳神経外科・小児科・麻酔科・

整形外科でございます。（２）の患者数は、入院患者数１日あたり２１４名、外来患者数１日

あたり５７４人となっております。（３）の職員配置状況は、院長１名、医師２６名、うち嘱

託３名、看護職１４８名、うち嘱託１７名、医療職３８名、うち嘱託４名、その他４７名、う

ち嘱託２３名でございます。（４）の診療等は、外来診療介護サービス・入院診療介護サービ

ス・リハビリテーション・診療技術サービスを行っております。 

 次のページをお願いいたします。筑豊労災病院年度別収支状況でございます。平成１５年度

までは投資的経費を除いたところの支出計で収支は黒字となっておりますが、平成１６年度か

らは赤字となっております。 

 次のページをお願いいたします。市立頴田病院につきましては、頴田病院検討委員会の答申

において、現行の医療体制を引き継ぎ、新市の保健福祉医療構想において早急に検討する必要

があるとしております。本年の１月に九大医局から、来年の３月をもって医師を引き揚げると

の報告がございまして、頴田地域住民の医療継続のため、安定した医師の確保についての協議

を行い、市立頴田病院の基本的な運営方針を挙げております。１．基本条件、１．で、頴田病

院は譲渡。２．平成２０年４月１日から少なくとも３０年間は地域医療機関として運営を継続

する、３．譲渡にあたり、飯塚市はいかなる財政支援も行わないとしております。２．の

（１）譲渡先は、飯塚病院グループの医療法人博愛会、（２）の譲渡期日は平成２０年４月

１日、（３）の譲渡価格は、１．老朽化から建物・医療器具・その他は無償譲渡、２．土地に

つきましては無償譲渡、失礼しました、無償貸与。平成２０年４月１日から１０年間。その後、

時価で売却するとしております。（４）の運営は、１．平成１９年４月１日から平成２０年

３月３１日までの間は医療法人博愛会が責任を持って現行の医療体制を維持するため、医師、

その他の職員を派遣するとしております。診療につきましては、今後とも現行の医療体制を継

続し、内科・外科・整形外科・眼科・耳鼻咽喉科は、今後とも継続して診察する。現在休診中

の小児科・泌尿器科は、診療再開に努力する。３．で、年間を通じ２４時間体制で診察する。

最低、当直医１名を配置する、夜間等の急患は、飯塚病院と連携し対処するとしております。

（５）の施設建設は、１．平成２０年４月１日から３年以内に建て替える、２．建て替え場所

は現在の頴田病院敷地内とする、３．建て替え時には通所による相談リハビリ施設を備えた療

育施設を併設するとしております。（６）のその他でございますが、１．再就職希望者は採用

に努力する、直接面接の実施がございます。２．勤務条件等は医療法人博愛会が決定するとし

ております。 

 次のページをお願いいたします。医療法人博愛会の概要でございます。所在地は福岡県京都

郡みやこ町勝山箕田２９８番地、設立年月日は１９７５年７月２６日、役員は以下のとおりで

ございます。次に、運営施設は以下の７施設でございます。次に、従業員者数１８５名でござ

います。 

 次のページをお願いいたします。飯塚市立頴田病院の概要でございます。イの施設の概要、

（１）位置は飯塚市口原１０６１番地、（４）の敷地面積は１２,９９５.１㎡、（５）の建築

年月日は昭和４２年６月で、老朽化した施設でございます。（６）の病床数、９６床。一般病

床５３床、医療型療養病床４３床でございます。３．の運営状況、（１）の診療科目、現行の

診療科は内科・外科・整形外科・眼科・耳鼻咽喉科、休診となっております診療科は小児科・

泌尿器科となっております。（２）の患者数でございますが、入院患者数は１日あたり５９人、

外来患者数は１日当たり１４５人となっております。（３）の職員配置状況は、院長１名、医

師３名、看護師２５名、医学療法士２名、薬剤師３名、技師５名、事務職員５名となっており
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ます。（４）の診療等は、外来診療看護サービス、入院診療看護サービス、リハビリテーショ

ン、その他となっております。 

 次のページをお願いいたします。頴田病院年度別収支比較表でございます。この表にありま

す平成１４年度から当該年度の赤字となり、前年度繰越利益で平成１５年度までは赤字補填が

できておりましたが、平成１６年度からは繰越の欠損金が生じております。 

 次のページをお願いいたします。愛生苑につきましては、福祉施設検討委員会の答申におき

まして、飯塚広域市町村圏事務組合の運営方針の結論をもって新市においても引き続き検討さ

れることが適当であるとの答申でございました。新市におきましては効率的な施設の運営、入

所者に対するサービスの向上を図るため協議を行い、愛生苑の基本的な運営方針を挙げさせて

いただいております。１．の基本条件としましては、１．愛生苑は譲渡。２．平成２０年４月

１日から少なくとも３０年間は、養護老人施設として運営を継続する。３．譲渡にあたり、飯

塚市はいかなる財政支援も行わないとしております。２．の（１）の譲渡先は、飯塚病院グ

ループの社会福祉法人柏芳会記念福祉事業会、（２）の譲渡期日は平成２０年４月１日、

（３）の譲渡価格は建て替えまでは土地・建物・その他全て無償貸与としております。（４）

の施設建設は、１．平成２０年４月１日から１年以内に建て替える、２．の建て替え場所は、

医療保険福祉を一体とした包括医療の充実のために、現在の頴田病院敷地内とする。隣接地で

も可、としております。（５）その他としまして、建て替えに際しましては、入所者のニーズ

にあった個室化を図るとしております。 

 次のページをお願いいたします。社会福祉法人柏芳会記念福祉事業会の概要でございます。

所在地は、主たる事務所、宗像市神湊１１８－２、設立年月日は平成６年１２月１２日、役員

は以下のとおりでございます。次に、運営施設は以下の４施設でございます。従業員数

２０９名、宗像１０９人、田川１００人となっております。 

 次のページをお願いいたします。養護老人ホーム、特別養護老人ホームの状況でございます。

まず愛生苑、運営主体は飯塚広域市町村圏事務組合、管理運営は飯塚市に委託。施設の概要で

ございます、１．の１、飯塚市鯰田２５１７－６、４番目の敷地面積でございますが、

９,６８２.９６㎡、５の建設年月日は昭和５０年１１月、６の居室は２人部屋６９室、４人部

屋３室となっております。次に入所状況でございますが、１の定員１２０名、２の現入所者

７９名、うち要介護者２３名となっております。職員の配置でございますが、１の施設長など

２０名でございます。次に頴田志ら川荘、運営主体は飯塚市。位置は飯塚市勢田１１４７、次

の敷地面積でございます、７,２１８.５９。建設年月日は昭和３７年２月、居室は４人部屋

１３室となっております。入所状況では、定員５０名のところ、現入所者は３１名となってお

ります。職員の配置は、施設長など１３名となっております。次に筑穂桜の園、運営主体は飯

塚市、指定管理者は飯塚市社会福祉協議会、位置は飯塚市長尾１４２８－１、敷地面積は

３,９４９.２㎡。建設年月日は平成１７年４月、居室は１人部屋３３室となっております。入

所状況でございますが、定員３０名で現入所者は３０名となっております。職員の配置は施設

長など２２名でございます。 

 次のページをお願いいたします。養護老人ホーム愛生苑及び頴田志ら川荘の運営費調べでご

ざいます。平成１４年度から平成１７年度まで大幅な超過負担が生じ、平成１８年度の当初予

算においても９,７００万円の超過負担額が見込まれております。運営上、財政的な厳しい状

況となっております。以上で、資料のご説明を終わります。 

○ 委員長   

 説明が終わりました。資料の要求をお受けいたしたいと思います。資料の要求はありますか。 

○ 川上委員   

 今日、今から準備できればと思うんですが、医療法人博愛会と社会福祉法人柏芳会、飯塚病

院グループと紹介されましたけれども、飯塚病院グループというのはどういうもので、概要が
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わかる資料を頂きたいと思うんですけれども。 

○ 委員長   

 執行部にお尋ねいたします。ただ今の資料要求ございましたが、提出についてはいかがでし

ょうか。 

○ 病院・老人ホーム対策室主幹   

 資料、次回までに用意させていただきます。 

○ 委員長   

 川上委員、今日は質疑はいたしませんので、できたら次回までに資料を揃えて提出を。だか

ら、今日お受けするということで、おはかりをしております。今日、後に必要な資料が出てく

れば、用紙を配付いたしますので、１３日までという前提でお話ししたと思います。 

○ 平山委員   

 委員長、ちょっといいですか。 

○ 委員長   

 はい、どうぞ。 

○ 平山委員   

 資料を要求するということはですね、何か次回までに調べて、自分が意見を言いたいという

ことで資料要求をしようと思うんですよ。そしたら、１３日まで、次回までと言わないで、あ

と二日とか三日の間に揃えますとか、そういうふうに言ってもらったら、スムーズにいくんじ

ゃないかと思いますけど。あと二日か三日の間には、資料要求はできないんですか。そこのと

ころ、お願いします。 

○ 委員長   

 今、整理をいたします。川上委員から要求のありました資料については、提出ができるとい

うことでございます。ただし、次回までにということでございますが、委員の中から、次回ま

でというよりは出来るだけ早く欲しいということでございます。従いまして、まず、川上委員

が要求された資料についてでございますけれども、資料を要求することに、委員会としてご異

議ございませんでしょうか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、執行部に資料の提出を求めます。ただし、次回まででよろ

しいのかどうかという問題があります。いろいろ、これから資料が出てくると思います。そし

て、これからの審議の関係もございますので、次回にきちんと提出をさせ、そしてその時に審

議ができる範囲、また次の機会も出てこようかと思います。委員会として資料を要求するとい

うことは、押しなべて個人的な資料というか、そういう話ではございません。従って、委員押

しなべて全員に配付し、審議の糧にしていただくということだと、このように思いますので、

どうしても個人的にということであれば、またそれはそれで考えなきゃいけないだろうと思い

ますけれども。 

○ 川上委員   

 委員個人というのもいいかもしれませんけど、今、委員会としての資料要求してるわけです

よ。それで、重要な案件を審議、しかも出来るだけ急いでっていうことでしょ。で、今私が要

求した資料はね、担当部の机の上にあるはずですから、すぐ要求したいんですよ。そうでなけ

れば、会議が終わるまでに全員に配付できるようにしてもらいたいと思うんです。 

○ 委員長   

 今一度、執行部にお尋ねいたします。川上委員の要求のある資料は、後ほど懇談会ございま

すが、本日各委員さんに配付できる準備が整いますでしょうか。 

○ 病院・老人ホーム対策室主幹   

 先ほど申しましたように手元にございませんので、どういった内容か確認させていただきま
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して、その関係の資料について次回までに準備したいと思っております。 

○ 瀧本委員   

 次回までということは、次回、１３日にまた会議をするんですか。仮に、次回と言われたけ

れど、その日に資料を配ったって、何も検討する時間もないと思うんですよ。それを言われて

るんじゃないかなと思うんです。 

○ 委員長   

 暫時休憩いたします。 

休 憩 １０：３３ 

再 開 １０：３７ 

 委員会を再開いたします。 

 資料の要求について、改めて確認をさせていただきます。ただ今、川上委員から要求の資料

も含めて、資料の要求については、今日要求される分、今日要求が間に合わない分、いずれに

しましても１３日までの期間に書面でもって資料の要求をお願いしたいと思います。そして、

その資料については次回の開催前には出来る限りのものを提出をしていただきます。その上で

当然、資料の説明等を受けた上で質疑に入るわけでございますので、あくまで資料については、

執行部が提出した資料の説明を受けて審議に入っていくのが妥当だと、このように考えており

ますので、ご協力をお願いしたいと思います。 

○ 坂平末委員   

 今、委員長が、資料要求については次回の開催当日までに用意をされるということで、開催

当日に説明を受けて質疑ということになりますけどね、資料というのはその前に、二日なら二

日、開催の二日前までには配付をお願いしたいと思います。そうしないことには、その資料の

中身が、要求された方は目的をもってされておりますけど、ほかの方は中身を自分なりに精査

して、質疑に入りたいと思いますんでね。そういうふうな進め方でお願いしたいと思います。 

○ 坂平聖委員   

 あのですね、黙って私は話を聞いてますが、共産党の川上委員さんが言っておられたが、机

の上にあるんでしょうが、と。机の上にあるならいいでしょうが。あるなら、持ってきてくだ

さい。 

○ 病院・老人ホーム対策室主幹   

 机の上というのがちょっと、私には手元に資料がございませんので。 

○ 委員長   

 よろしいでしょうか。今一度、繰り返しになりますけれども、あくまで、今、川上委員の要

求のあった資料も含めて１３日までの資料要求について委員会として了としていただければ、

それは委員会として資料を要求するわけでございます。で、出せるものについては執行部が用

意し、そして、あくまで委員会で資料を要求すれば、説明を受ける場からの質疑が妥当、正当

だと判断いたしますので、１３日以降の次回開催日にきちんと、出来る限りの資料は揃えて、

出来ない場合は出来ない説明、資料の説明を受けて審議に入りたいと、このように思います。

よろしいでしょうか。二日前とか三日前に出すようなことは、委員会の正式な要求における資

料の提出については、事前に配付するとかいうようなことは、基本的には委員会をまた開催し

て、そこで配付するかどうかの了解を得ながらという形になっていこうかと思います。よろし

いでしょうか。私は、出来る限り公平に皆さん、審議に加わっていただき、意見を述べていた

だきたいと思っておりますので、そのような１３日までの資料要求については、次回の、

１３日以後の開催日に提出を求め、説明をしていただいた上で審議に入りたいと、このように

考えますが、いかがでしょうか。 

 暫時休憩いたします。 

休 憩 １０：４３ 
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再 開 １０：５５ 

 委員会を再開いたします。 

 まず、資料要求についての整理をさせていただきます。本日の資料要求については、改めて

いついつまでにその準備ができるということを執行部に答えていただきます。それ以後、その

指定された日以後について、その資料を事前に配付したいと思います。よろしいでしょうか。

その配付のあり方は、レターケースに入れておきます。そして、もう一面、今日の具体的な資

料要求ではなく、文書によって１３日まで資料要求を認めております。そのようにさせていた

だきますが、その文書による資料要求につきましては、次回の開催日に改めて皆さんにおはか

りし、資料の提出を決定いたします。ただし、その日までに出来る限りの資料は執行部として

用意をするということでございますので、次回開催日に配付できる準備を整えておくと、この

ような形に整理したいと思います。よろしいでしょうか。 

○ 坂平末委員   

 皆さんが先ほどから言ってるのは、資料要求は１３日までが締め切りでしょう。で、その要

求された資料は、本日言われた分はレターケースにいついつまでにその資料を入れておきます

よ、と。で、あとの１３日までの締め切りについては、次回の開催日に配付するということで

しょ。次回の開催日に配付されて説明を受けて、１回ずつずれますよ。要求した資料に基づい

て、中身を精査した中で、また質疑等がでると思うんですよね。で、そういう手順でいくなら

ば、１回ずつ開催に対する質疑が、ずれていきますよ、という皆さんの意見みたいですよ。 

○ 委員長   

 あの、１３日までに文書によって要求される資料については、委員会で、その資料が妥当か

どうか、必要かどうかという判断をいたしかねるわけですね。１３日まで開催がないわけです

から。次回の開催日に、その提出された資料の有無について皆さんにおはかりして、そして提

出を求めますよね。その時点で初めて提出されるものは準備していただいいて、次回について

は、１３日までの分については、その日のうちに配付できる準備を整えます。それしか、文書

による資料要求については対応のしようがないということでございます。ご理解いただけます

でしょうか。 

 では、従って、改めて本日の資料の要求を受けるようにいたしますが、まずもって川上委員

の資料について、あらためて執行部の方から答弁を求めます。 

○ 病院・老人ホーム対策室主幹   

 本日要求されました資料につきましては、来週の１３日までに準備いたします。 

○ 委員長   

 おはかりいたします。川上委員から要求のありました資料については、要求することにご異

議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、執行部に資料の提出を求めます。ほかに資料の要求があり

ますか。 

○ 楡井委員   

 それでは、いくつかお願いしたいと思います。筑豊労災病院が設置された経緯といいますか、

そういうのを文章化でお願いいたします。 

 それから、患者数の推移などは資料がありますけれど、特に整形外科がですね、休診になり

ました。その後の数字、患者さんの変動などがわかるような数字を出していただきたいと思い

ます。 

 それから、地域医療振興協会、ここが運営をしている石岡病院ですかね、ここの実態といい

ますか、これを一覧表でお願いします。特に、収支は忘れないようにお願いしたいと思います。

それから、この協会が運営しております次の病院の同じようなやつを出していただきたいと思
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います。１０番目にあります市立伊東市民病院、それから横須賀市立うわまち病院、それから

東京北社会保険病院、今のは２０番ですね。それから２２番の奈良市立奈良病院。それから頴

田病院とほぼ同数のベッド数の２３番の黒川病院。これの実態等を含めて収支などをですね、

出していただけるといいと思います。それから、今言った病院が、地域医療振興協会に運営を

委託するようになった経過、これをよろしくお願いします。 

 あとはちょっと文言のことですから、これはもう委員会の当日でもいいと思います。以上、

それだけお願いいたします。 

○ 委員長   

 執行部にお尋ねをいたしますが、ただいま楡井委員からの要求のあっております資料につい

ては、提出できますか。 

○ 病院・老人ホーム対策室主幹   

 今要求がございました資料につきましても、来週の１３日までに用意させていただきます。 

○ 委員長   

 おはかりをいたします。ただいま楡井委員から要求のありました資料については要求するこ

とにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって執行部に資料の提出を求めます。ほかに資料の要求がありま

すか。 

（ な し ） 

 ないようでありますので、「病院・老人ホーム対策について」は継続審査といたします。あ

と、１３日までに文書によって要求はどうぞ出していただきたいと思います。 

 これをもちまして、病院・老人ホーム対策特別委員会を閉会をいたします。おつかれさまで

した。 

 


